
事業進捗状況報告について 
 
１ 事業進捗状況報告 

これまでから総合事業等審査会では審査を行った事業について、審査意見の反映状況等を
確認するため、事業進捗状況報告を実施している。 

 
２ 今回の事業進捗状況報告 

次の事業について、進捗状況の報告を行う。 
 
○ 兵庫県立がんセンター建替整備事業（令和元年度審査事業） 

【所管部局：病院局】 
(1) 整備目的 
「兵庫県立がんセンター建替整備基本計画」に基づき、最先端のがん医療の提供など、
引き続き県内がん医療のリーディングホスピタルとしての役割を果たしていくため、
建替整備を実施。 

 
(2) 整備概要 

   ① 整備場所 明石市北王子町（旧県立明石西公園） 
   ② 施設規模 敷地面積 約40,186㎡ 
          病院棟    免震構造 地上７階 塔屋１階 延床面積38,750㎡ 
          放射線治療棟 耐震構造 地上３階      延床面積1,950㎡ 

(3) 整備費  約 238億円 
 
(4) スケジュール 
・令和３年度～令和５年度  基本設計、実施設計 
・令和５年度～令和７年度  建設工事 
・令和８年度        開院 

 
【令和元年度総合事業等審査会における審査結果】 

  県立がんセンターは築後35年が経過し、漏水やクラックが発生するなど施設の老朽化が進んで
いることに加え、がん医療が建築当時から大きく変化していることから、外来スペースや患者ア
メニティ、最先端のがん医療を的確に捉えるための研究機能など、現在のスペースではがん医療
の動向や患者ニーズに対応した医療を提供する機能に限界を迎えている。県立がんセンター建替
の必要性があるが、その立地については、現在、東播磨圏域・三木市・神戸市西部等の県西部の
患者が７割を占めることや、がん患者の家族を取り巻く課題の解決において、交通至便地にあり
患者の利便性等が確保されること、また、県民の生命を守る為には、合併症への対応等が可能な
明石市民病院や明石医療センターといった総合病院の近隣に位置する現在地が望ましい。 
 
さらに、本県のがん治療における中核的な拠点的な役割を担うためには、ゲノム医療やAI診断

といった先端技術の導入による高度化が必要であり、再整備を行うことで、がん予防や早期発見の
推進、がん医療の充実、がんの特性に配慮したがん対策の推進等につながり、診療機能の向上とい
った、より良質な医療の提供が期待される。 

 
  以上のことから、当事業の推進は妥当とするが、事業推進にあたっては、合併症患者に係る近
隣の総合病院との密接な連携方策の検討をはじめ、次の点に留意すること。 

 
 ①合併症患者への対応については、速やかな転院等が可能なように近隣の総合病院等との密接な
連携方策を十分に検討すること。 
 
②がん患者を取り巻く社会的な環境が変化する中で、がん診療の拠点病院としてがん患者の先進
的な治療はもとより、定期検診の推進による未然防止や早期発見の推進等、社会に対する発信力
についても強化すること。 
 
③今後必要となる医療機器等の精査を行い、現有機器等を最大限活用することで、医療機器等整
備費の節減に努めること。また、今後も医療機器等の高度化が想定されることから、開院後に大
規模な追加投資が必要な場合には、適宜適切に収支計画を見直す等、健全な病院経営に努めるこ
と。    

資料２－１ 



総合事業等審査会審査結果への対応状況等一覧 （令和元年度審査事業）                                                                                                                      

事 業 名 

（審 査 日） 
審 査 結 果 審査結果への対応状況等 

審査時点での事業計画内容 実施段階での事業内容 

兵庫県立が
んセンター
建替整備事
業 
（R2.1.28） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 合併症患者への対応については、速やかな転院等が
可能なように近隣の総合病院等との密接な連携方策を
十分に検討すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② がん患者を取り巻く社会的な環境が変化する中で、
がん診療の拠点病院としてがん患者の先進的な治療は
もとより、定期検診の推進による未然防止や早期発見
の推進等、社会に対する発信力についても強化するこ
と。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 今後必要となる医療機器等の精査を行い、現有機器
等を最大限活用することで、医療機器等整備費の節減に
努めること。また、今後も医療機器等の高度化が想定さ
れることから、開院後に大規模な追加投資が必要な場合
には、適宜適切に収支計画を見直す等、健全な病院経営
に努めること。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 総合病院等と連携して合併症患者の対応を行うこと
は重要な課題であるため、比較的近隣に所在する総合病
院等と連携強化に努めていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 県内がんゲノム医療の中心として、県内の関係医療機
関と連携を図り、がんゲノム医療の普及を進めていくと
共に、罹患患者の治療に終始するのではなく、がん予防
の方法等について PR していくことが非常に重要だと認
識している。特にがん検診の受診を啓発することが重要
になるため、医療行政と連携を図りながら、がん予防や
早期発見に向けた対策についても検討を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 必要な医療機器について、費用対効果・業務効率化等
の観点から最適な整備内容・調達方法を検討する。 

  現在、病院が保有している医療機器の機能・性能や使
用状況等を考慮し、継続的使用が可能な医療機器につい
ては新病院での活用を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
① ア 地域医療連携方策検討委員会の設置（R2.7） 
    事務局：病院局 
    委員構成：医師会、地域医療機関、看護協会、病院関係者等 
    検討内容：合併症の増加や症例の複雑化が見込まれる将来を見据えた地域医療機関と

の連携方策 
    実現内容：・連携可能な医療機関との連携ルール・ルートを従来の疾患全体から疾患

別（心疾患・脳血管疾患等）に変更 
         ・基幹病院（がんセンター、明石市民病院、明石医療センター等）と地域

医療機関の連携を図るネットワーク（子午線ネット）を基幹病院同士も
可能となるよう、共有するカルテ情報の様式、表記方法の統一等の条件
を整理 

         ・特に重症な合併症の多い、糖尿病・内分泌内科において、外部医師（神
戸大）による外来診療を実施し、病院間の連携を強化 

 
② ア がんゲノム医療 
   ・がんセンターは令和元年９月に「がんゲノム医療拠点病院」に指定。がん遺伝子検査

の結果得られた情報から患者ごとに適した治療法を検討する会議（エキスパートパネ
ル）を自ら開催することが可能となり、神戸大学等の関係機関との連携を強化。 

    〈パネル検査実施件数〉Ｒ１：116件 Ｒ２：111件 Ｒ３：133件 
 

イ がんに関する情報発信の強化・早期発見に向けた取組 
・生活習慣の改善等によるがんの予防や、定期健診によるがんの早期発見を促すため、
がんの特徴や治療方法など、がんに関する情報をこれまで以上に強力に発信 
〈開催実績〉 

 Ｒ２ Ｒ３ 
がんフォーラム 
(兵庫県がん診療連携協議会) 

1回 
Web視聴 423回 

1回 
146人 

医療機関向け研修会 テーマ別に5回 
延458人 

テーマ別に6回 
延676人 

 
   ・内視鏡検査の対象を、これまでの「がんが強く疑われるもの」から「腹痛や食欲不振

などその他の検査異常値が認められるもの」に拡充 
 
③ ア 必要な医療機器の精査・安価な調達等のための事業者選定及び検討体制の立ち上げ 

・令和３年度、必要な医療機器の精査・安価な調達方法など、病院の支援を行う事業者
（以下「コンサル」）をプロポーザル方式により選定。 

・病院幹部等で、新病院の建築・医療機器等の整備方針を決定する新病院検討委員会、
医療機器選定や運用等を検討するワーキング（以下、「ＷＧ」）を組織。 

 
イ 現有機器の調査と新規購入機器の精査 
・令和３～４年度、①コンサルにより現在病院が保有する医療機器、機器の耐用年数等 

を調査、②ＷＧで継続使用機器、新規購入機器の候補を検討。 
・今年度以降、コンサル・ＷＧと連携し、費用対効果・業務効率化の観点で新規購入機
器の台数や機能を精査するとともに、安価な調達方法を検討。 

（価格だけで判断するのではなく、トータルコストとメリットを総合的に判断） 
・現病院稼働中に、更新が必要な医療機器については、現病院での医療提供体制や新病
院での継続使用を念頭に、更新台数や機能を精査。 
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県立がんセンターは築後 35 年が経過し、漏水やクラックが発生するなど施設の老朽化が進んでいることに加え、がん医療が建築当時から大きく変化していることから、外来スペースや患者アメニティ、最先端のがん医療を
的確に捉えるための研究機能など、現在のスペースではがん医療の動向や患者ニーズに対応した医療を提供する機能に限界を迎えている。県立がんセンター建替の必要性があるが、その立地については、現在、東播磨圏域・
三木市・神戸市西部等の県西部の患者が７割を占めることや、がん患者の家族を取り巻く課題の解決において、交通至便地にあり患者の利便性等が確保されること、また、県民の生命を守る為には、合併症への対応等が可能
な明石市民病院や明石医療センターといった総合病院の近隣に位置する現在地が望ましい。 
 
さらに、本県のがん治療における中核的な拠点的な役割を担うためには、ゲノム医療や AI 診断といった先端技術の導入による高度化が必要であり、再整備を行うことで、がん予防や早期発見の推進、がん医療の充実、がん

の特性に配慮したがん対策の推進等につながり、診療機能の向上といった、より良質な医療の提供が期待される。 
 
  以上のことから、当事業の推進は妥当とするが、事業推進にあたっては、合併症患者に係る近隣の総合病院との密接な連携方策の検討をはじめ、次の点に留意すること。 



新病院完成予想図（敷地南西側より） 

敷地平面図 

［BOT 対象範囲の配置はイメージ］ 

 

兵庫県立がんセンター建替整備の基本設計概要 
 
がんセンターは、最先端のがん医療の提供など、引き続き県内がん医療のリーディングホ

スピタルとしての役割を果たしていくことになっている。この度「兵庫県立がんセンター建

替整備基本計画（R3.2）」に基づき、基本設計を取りまとめた。 
 

１ 新病院の基本方針 

・最先端のがん医療の提供 

・がん診療を行う医療機関への教育・研修等の実施 

・他の県立病院や地域医療機関と綿密に連携した、 

総合的ながん医療の充実 

・治験や臨床試験などの先進的医療の推進 

・患者サポートセンターにおけるがん医療相談体制 

の充実など社会的支援の実施 
 

２ 新病院の規模 

（１）診療科目 23 診療科 

（２）病床数   360 床 

一般病床 333 床、緩和ケア病床 15 床 

集中治療病床 12 床 
 

３ 施設計画 

（１）建設場所 明石市北王子町 

(現がんセンター北側旧県立明石西公園) 

（敷地面積 40,186 ㎡） 

（２）構造規模等（予定） 
① 病院棟 

・鉄筋コンクリート造（免震構造） 

・地上７階・塔屋１階 

・延床面積 38,750 ㎡ 

・高さ 38.5m 

② 放射線治療棟 

・鉄筋コンクリート造（耐震構造） 

・地上３階 

・延床面積 1,950 ㎡ 

・高さ 24.0m 

  ③ その他施設（PFI（BOT 方式）により整備）※ 

・平面・立体駐車場（490 台程度） 

・付帯施設 

※患者等へのサービス向上、効率的な駐車場運営を行うため、民間事業者の資金と 

ノウハウ等により施設を整備し、維持管理・運営を委ねる。 

記者発表（資料配布） 

月／日 
(曜日） 担当課 電 話 

（内 線） 
発表者名 

（担当班長名） 
その他 
配布機関 

11／18 
（金） 

病院局企画課 
(078)362-3223 

(3495) 
企画課長 菅澤 真央 

（病院整備班長 稲岡 和樹） 
東播磨 
県民局 
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※（ ）は病床数 

ダブルＨ型病棟のイメージ 

４ 概算事業費 
 
238 億円※（建設工事費 185 億円、医療機器整備費 45 億円、設計監理費 8億円） 

 ※建設資材の価格上昇等の影響により経費の追加対策が必要 

 

５ 設計上の主な特徴 

（１）患者の動線を第一に考えた病院の設計 

①利用者が多い１階と２階の昇降箇所を複数にすることに

より、移動距離を短縮し、患者負担を軽減 

②入院患者の重症化の防止や術後の集中的ケアに対応でき

るよう、スタッフステーションから病室への視認性の高い

ダブル H型の病棟を採用［５～７Ｆ］ 

③ベッドごとに窓を設け、解放感のある療養環境を提供 

④大きな面積を占めるリニアック及びエネルギーセンター

を別棟化することで、その他の機能をコンパクトにまとめ

て動線を短縮し、移動の負担を軽減 

（２）最先端のがん医療の提供 

  ①手術・臨床検査部門と研究部門を同一フロアにまとめ、医療と研究が緊密に連携でき

る環境を整備 

  ②将来のがん医療の高度化に対応できるよう、増築による機能拡張が容易となる部門の

配置及び階層の構成 

（３）感染症への対応 

①がん診療の機能維持のため、トリアージ室の充実や感染症患者の受け入れに備えた、

対応個室の整備など、院内に感染症を持ち込ませない水際対策を強化 

 

［断面図］ 

  
６ 整備スケジュール 

 

※基本設計中に建物構造を見直したことにより、設計及び建設工事の期間を延伸 

年度

建物整備

医療機器整備

建設工事

医療機器選定、情報システム設計、発注

2026（R8）

開院
準備

2021（R3） 2022（R4） 2023（R5） 2024（R6） 2025（R7）

入札
公告

基本設計 実施設計

開院

7F

6F

5F

リハビリ 4F

3F

2F

1F

北側← →南側

〔放射線治療棟〕 〔病院棟〕

エネルギーセンター

機械室

免震層

病棟(50)

病棟(50)

病棟(50)

医局、事務、臨床検査 病棟(51)

病棟(48)

病棟(50)

放射線診断、感染、厨房・SPD、患者サポートセンター

内視鏡、生理検査、薬剤、化学療法、外来

手術、中央材料、検体検査、病理検査、研究、HCU(12)

放射線治療

病棟(49)

エネルギーセンター


